
排水路樋門工事の問題と対策

( 1 ) 工事概要

会社名　株式会社　永井組

  静岡県土木施工管理技士会 　　土木部　土木課

村松代志郎
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吐口工 堤外水路工

4.93

NSフリューム

護岸工

２型階段工

１型階段工

暗渠工

集水桝

10,460 26,800

樋門本体　函渠工

22,200

合流桝工
1,800

施
工
起
点

コンクリート張（護岸復旧）

Ｕ型水路工

立 入 防止 柵 工 (コ ン 建 込 )

No
.0

-8
.6

6

NO.0-8.66
Ｌ ＝ 2 . 4 0 + 2 . 2 0 + 1 . 0 0 + 0 . 4 0 = 6 . 0 0 m

IP.3
N3

Ｕ型水路工 U-500×400
取 合 Ｕ 型 水路 工
既 設 再 利 用撤 去 ・ 設 置

L=8.50mL=25.5m

N Sフ リ ュー ム 工   1 5 0 0× 2 0 0 0　 Ｌ ＝ 3 0 . 0ｍ

立 入 防 止柵 工 （ 独 立 基 礎）   Ｌ＝ 8 . 2 0 + 2 1 . 0 0 + 7 . 8 0 + 1 8 . 0 0 = 5 5 . 0 0 m

施
工
終
点

IP
.3

仮設工

仮締切工

締切盛土・撤去　V=900m3

仮設排水工

波状管設置・撤去　L=2.0m

仮設舗装工

路盤工 粒調砕石t=15cm　A=354m2

表層工 再生密粒度As(13)　A=354m2

護岸工

Ｉ型ﾌﾞﾛｯｸ張工　A=101m2

巻止め工　L=26m

法面基礎工　L=23m

小口止工　L=8.8m

空ﾌﾞﾛｯｸ張工　A=40.3m2

平張ｺﾝｸﾘｰﾄ　A=44m2

ｺﾝｸﾘｰﾄ張工　A=86m2

安全施設工

防護柵工

転落防止柵工(ｺﾝｸﾘｰﾄ建込)　L=6.5m

階段工

１型階段工　１式

２型階段工　１式

構造物撤去工　１式

復旧工　１式

舗装工

路盤工 粒調砕石t=15cm　A=135m2

表層工 再生密粒度As(13)　A=135m2

用水路工土工　１式

樋門工

樋門工

矢板工　１式

函渠工 L=22.20m

水路工

排水路工

吐口工　１式

堤外水路工　L=27.6m

合流桝工　１式

(N
O.

4+
7.

86
)

施工延長　Ｌ＝96.52ｍ

NSﾌﾘｭｰﾑ工　L=30.0m

Ｕ型水路工　L=25.5m

転落防止柵工(独立基礎)　L=55.0m

B2000×H1500

分流工　N=1箇所

吐口閉塞工　N=1箇所

暗渠工　L=11.7m

集水桝工　Ｎ=1基

排水構造物工

取合Ｕ型水路工　L=8.5m

(27,600)

1 8 . 0 0 0

2 1 . 0 0 0

8 . 2 5 0

7 . 8 0 0

2 . 6 0 0

2
.

4
0

0

1 . 0 0 0

5 0 0

張芝工　A = 7 4 . 8m 2

取 合 水 路 工 　 L = 4 . 2 m

土 間 コ ン ク リー ト A = 6 9 m 2 ( C A D 求 積 )

土 間 コ ン ク リ ー ト A = 2 3 m 2 ( C A D求 積 )

取 合 水 路 工 H = 9 0 0 ～ 1 5 0 0

       L = 4 . 2 m

1

( 1 ) 工事概要

・工事名 　　平成22年度　松袋井排水路樋門整備工事

・発注者 　　袋井市役所

・工事場所　袋井市松袋井地内

・工期　　　　平成23年1月8日～平成23年6月30日

・工事内容　施工延長L=96.52m、函渠工1.0式、遮水矢板1.0式、排水路工1.0式、護岸工1.0式

仮締切工1 0式
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　　　　　　　　仮締切工1.0式
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( 2 ) 工事における問題点
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・ 新設の樋門整備のすぐ横に既設の樋門があり常時排水路を水が流れてる。

・ 既設用水路もあり、4月からは用水路に水が流れる。

・ 工期期間が少ないが、施工するうえで工期の短縮ができない。(同時施工が出来ない)

・ 隣接して住宅があり、遮水矢板打設時に振動等の影響する。

・ 施工にあたり、隣接する田んぼを借地しないと施工できない。

・ 3月からは集中豪雨が多々あり、樋管工事施工中何度か現場は水没した。
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土 間 コ ン ク リー ト A = 6 9 m 2 ( C A D 求 積 )

土 間 コ ン ク リ ー ト A = 2 3 m 2 ( C A D求 積 )

取 合 水 路 工 H = 9 0 0 ～ 1 5 0 0

       L = 4 . 2 m

1



( 3 ) 対応策と適用結果

　本工事は、堤防を掘削し樋管を施工するため、仮締切工をし一般通行もできるように仮舗装

をし、迂回させ施工する方法がとられた。しかし、図 - 1の通り河川敷内に民地があり仮締切の

施工範囲に当たり借地をして施工しました。
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・ 既設樋管を残し新設排水路を施工するに当たり掘削落差を土留矢板を打ち施工した。

図 - 1 仮締切工　図 - 2

図 - 4図 - 3

・ 図-3に示すように土留矢板・遮水矢板を打設したが、隣接する家は、事前調査を行いブロック

塀のクラック調査を行い打設は、サイレントパイラーにて行い影響を最小限に抑えた結果隣接

する家には振動はあったがさほど影響なく施工ができた。隣接する既設樋管には排水路の水

が流れており、漏水等もあり新設樋管施工は苦労したが、図-4のように施工は順調に進めた。

しかしながら、遮水矢板は既設樋管取り壊し後続きを打設しないといけないため二度施工にな

り 手間が掛かります また 掘削した残土は 埋め戻しに流用するが1 200 3の土を河川敷きり、手間が掛かります。また、掘削した残土は、埋め戻しに流用するが1,200m3の土を河川敷き

に仮置きすることはできないため、協議で社内の資材置場に仮置きし流用するわけですが、雨

がこの時期とても多くて含水比が非常に高くなり埋め戻しに使えるように天気のよいとき乾かし

たり雨の日には、養生をして管理し何とか盛土材として施工することが出来ました。
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新設樋管完成写真
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・ 図-5は、新設樋管を完成させた写真だが、ここで既設樋管の取壊しを行い排水路を新設樋管

に切替て排水しないといけないため既設排水管の横に穴をあけ上流を既設とつなぎ直して、

吐口は、既設を流用しながら排水をする方法を考えた。既設樋管を取り壊し、遮水矢板を打設

し、築堤盛土を行い築堤の補強護岸ブロックを張り、堤防を舗装復旧して一般車両を通れるよ

図 - 5

し、築堤盛土を行い築堤の補強護岸ブロックを張り、堤防を舗装復旧して 般車両を通れるよ

うにしてから仮締切築堤を撤去してからでないと吐口の堤外水路の施工が出来ないため、工

期の短縮は難しく一施工の時間の短縮しかありませんでした。また、用水路も流れているので

田んぼに水を入れる4月中までにつながないといけないため、一日一日の工程も雨の休工は

は考えれなく、施工時は、休工もありませんでした。

・ 図-6は、築堤盛土も終り吐口の堤外水路のボックスカルバート2000*1000を設置した写真で

すがこの堤外水路を設置するには 既設排水管を取り壊さないと設置できなく常時排水される

図 - 6 図 - 7

すがこの堤外水路を設置するには、既設排水管を取り壊さないと設置できなく常時排水される

水をポンプアップしないと施工できなく、雨期と重なり水との戦いでした。図-7は、吐口の水路

施工するための仮締切工ですが、豪雨により水位が上がり施工できない期間があり、気象情

報を見て施工しました。雨期の6月の河川工事は、施工時期に適さないし、災害につながりや

すく渇水時期の施工が望ましいです。
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    完 成　　図-9

( 4 ) おわりに

・ 写真の図-8は、着工前で図-9は完成写真です。

本工事は、工事期間が1月～6月までの工事で3月からは非常に雨量も多く、排水口ということ

        着工前　図-8

本工事は、工事期間が1月～6月までの工事で3月からは非常に雨量も多く、排水口ということ

で施工は、非常に苦労しました。

本工事のように排水路を伴う河川敷の工事は、渇水期の10月ぐらいから施工ができればもう少

し施工も苦労しなくてもよいのではないかと思います。

本工事の樋管設置工事は、各工種の同時施工ができなく、工期の短縮を考える上で非常に難

しく、天候と工程調整の毎日でした。

今回 地元農家の皆さんには 田んぼの用水が間にあうか心配をかけましたが 迷惑の掛から今回、地元農家の皆さんには、田んぼの用水が間にあうか心配をかけましたが、迷惑の掛から

ないようにでき、工期内に災害もなく完成することができました。

近隣の皆様をはじめ、地元の皆様には、ご協力いただきましてありがとうございました。
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